
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規
率 

②
非
正
規
保
育
士
（
会
計
年
度
任
用

職
員
）
の
勤
務
形
態
ご
と
の
人
数

内
訳 

③
資
格
の
無
い
保
育
士
補
助
員
の

研
修
時
間
・
研
修
の
機
会 

④
非
正
規
保
育
士
（
会
計
年
度
任
用

職
員
）
の
処
遇
改
善 

 

⑤
非
正
規
雇
用
を
正
規
雇
用
に 

 

（
２
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

公
的
責
任 

 

①
民
間
委
託
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
支
援
員
の
人
数
と
雇
用
契
約 

②
雇
用
の
継
続
と
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
質
の
確
保 

③
支
援
員
・
保
護
者
・
市
と
の
連 

携 

④
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
直
営
に 

            

環
境
省
か
ら
、
細
谷
町
に
あ
る

豊
田
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
事
業
所
（
ジ
ェ

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

豊
田
市
議
会
１
２
月
定
例
会
が
１
２
月
３
日
に
開
会
。
会
期
は
１
２
月
２
０

日
ま
で
の
１
８
日
間
で
す
。
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議
は
一
般
質
問
で

市
民
の
声
を
も
と
に
市
政
に
提
起
し
ま
す
。
質
問
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

（
傍
聴
は
席
数
の
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
自
粛
は
呼
び
か
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
継
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。
） 

  

 

ス
コ
（
株
）
）
の
立
地
自
治
体

の
豊
田
市
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
事

業
終
了
準
備
期
限
に
関
し
、
要

請
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
田
Ｐ

Ｃ
Ｂ
処
理
事
業
所
で
は
、
過
去

に
何
度
も
漏
え
い
事
故
を
起

こ
し
て
、
改
善
が
求
め
ら
れ
る

事
態
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
市
民
の
命
と
健
康
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
に
、
こ
の
間

の
背
景
と
、
内
容
、
市
民
へ
の

公
開
説
明
会
を
、
国
に
求
め
る

こ
と
へ
の
考
え
を
問
い
ま
す
。 

 

（
１
）
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理

を
め
ぐ
る
背
景
と
市
へ

の
要
請
内
容 

 

①P
C

B

廃
棄
物
処
理
を
め
ぐ
る

背
景
（
国
の
要
請
理
由
・
市
へ

の
要
請
部
分
） 

 

②
豊
田
事
業
所
の
事
業
終
了
準

備
期
間
、
施
設
の
解
体
・
撤
去

完
了
時
期 

 

（
２
）
市
民
へ
の
公
開
説
明

会
の
開
催 

 

①
市
民
へ
の
公
開
説
明
会
の
開

催
に
対
す
る
市
の
考
え 

②
延
期
に
対
す
る
市
の
考
え 

 

コ
ロ
ナ
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
処
遇
の
問
題
。 

非
正
規
雇
用
の
改
善
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
公
的

責
任
が
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

指
針
で
明
確
で
あ
り
、
雇
用
の
継

続
、
ク
ラ
ブ
の
質
の
確
保
の
認
識
を

問
い
ま
す
。 

 (

１)

こ
ど
も
園
の
保
育
士
の

処
遇
改
善 

 

①
公
立
こ
ど
も
園
の
正
規
保
育
士

の
人
数
、
非
正
規
保
育
士
（
会
計

年
度
任
用
職
員
）
の
人
数
、
非
正

根

本

み

は

る

市

議 

（
時
間
が
前
後
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
） 

12 月 3 日 （金） 本会議・開会 12 月 13 日 （月） 教育社会委員会・分科会 

6 日 （月） 一般質問 14 日 （火） 地域生活委員会・分科会 

7 日 （火） 一般質問 15 日 （水） 企画総務委員会・分科会 

8 日 （水） 一般質問・議案質疑 16 日 （木） 休会 

9 日 （木） 産業建設委員会・分科会 17 日 （金） 予算決算委員会（意見・採決） 

10 日 （金） 環境福祉委員会・分科会 20 日 （月） 討論・採決・閉会 

 

１
２
月
議
会
で
提
出
さ
れ

る
議
案
は
（
仮
称
）
豊
田
市
博

物
館
建
築
工
事
の
請
負
契
約
、

豊
田
市
教
育
行
政
計
画
の
策

定
等
の
３
５
議
案
で
す
。 

 

http://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/R020929A/17373/10/1/3/%82%B1%82%C7%82%E0%89%80/%95%DB%88%E7%8E%74/%94%F1%90%B3%8B%4B/0#hit2
http://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/R020929A/17373/10/1/3/%82%B1%82%C7%82%E0%89%80/%95%DB%88%E7%8E%74/%94%F1%90%B3%8B%4B/0#hit2


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     核兵器禁止条約に 

     日本政府も参加を 
 核兵器禁止条約に参加を求める署名を集めます。ぜひ 

 ご参加ください。署名行動の後は、総会も行われます。 

 

 署名行動 １２月１１日（土）１３時半から６０分 

      豊田市駅東側デッキにて 

 総会 同日１５時から、とよた市民活動センターにて 

主催は、豊田地域原水爆禁止協議会（写真は 10/9宣伝） 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

 

理
事
会
は
時
間
が
か
か
る
」
な
ど

を
紹
介
し
、
そ
の
後
の
森
氏
の
釈

明
会
見
は
ひ
と
き
わ
時
間
が
長
か

っ
た
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平
等
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
に
よ
っ

て
「
結
婚
退
職
制
」
は
克
服
、「
定

年
差
別
」
も
克
服
し
て
き
ま
し
た

が
、「
賃
金
差
別
」
は
克
服
し
た
の

か
？
と
問
題
提
起
。
公
的
な
指
標

を
示
し
説
明
し
ま
し
た
。 

 

ま
と
め
は
、
ど
う
や
っ
て
変
え

 

平
和
と
民
主
主
義
・
革
新
統
一
を

す
す
め
る
豊
田
懇
談
会
（
豊
田
革
新

懇
）
が
豊
田
市
内
で
１
１
月
２
７
日
、

講
演
会
（
左
写
真
）
と
総
会
を
行
い

ま
し
た
。 

 

講
演
会
の
テ
ー
マ
は
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
で
、
講
師
の
水
谷
陽
子
さ
ん
は

「
社
会
的
な
性
」
と
表
現
し
ま
し
た
。

生
物
学
的
な
性
と
は
違
う
意
味
合
い

で
、
社
会
や
文
化
の
中
で
、
ど
の
よ

う
な
役
割
や
属
性
な
ど
を
与
え
ら
れ

て
い
る
か
、
と
説
明
。
森
元
首
相
の

発
言
（
２
月
３
日
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
評
議
員

会
）「
女
性
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る

て
い
く
の
か
。
国
連
の
女
性
差
別

撤
廃
条
約
や
日
本
国
憲
法
を
例
示

し
、
人
権
や
主
権
を
活
か
し
て
い

こ
う
、
と
提
案
し
ま
し
た
。 

 

活
動
報
告
と
活
動
方
針 

 

後
半
は
豊
田
革
新
懇
の
総
会

で
、
今
年
度
の
活
動
報
告
。
コ
ロ

ナ
対
策
の
強
化
を
求
め
る
署
名
は

が
き
運
動
や
市
へ
の
要
請
行
動
、

衆
院
選
の
と
り
く
み
等
が
話
さ

れ
、
討
論
。 

新
年
度
の
活
動
方
針
案
に
つ
い

て
も
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
日
米
安
保
条
約
の

廃
棄
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
採
択
さ

れ
ま
し
た
。（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
） 

  

 
 
 
 
 

共
産
党
と
い
う 

 
 
 
 

名
前
は
、
私
た
ち 

 
 
 
 

の
理
想
を
示
し
た 

も
の
で
す
。 

 

共
産
主
義
を 

英
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ズ
ム
と
言
い
ま
す
。
こ
れ

は
も
と
も
と
ラ
テ
ン
語
の
コ

ム
ニ
ス
＝
共
同
か
ら
き
て
い

ま
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
名
前

に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

（
共
同
体
）
と
同
じ
語
源
で

す
。 

 

人
々
が
角
突
き
合
わ
せ
、

い
が
み
あ
っ
て
暮
ら
す
の
で

は
な
く
、
協
力
し
て
生
き
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
し
た
言
葉

で
す
。 

 

私
た
ち
は
、
今
の
社
会
、
資
本
主

義
社
会
が
永
遠
に
続
く
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
。
資
本
主
義
社
会
が
持
っ

て
い
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

新
し
い
社
会―

―

社
会
主
義
・
共
産
主

義
の
未
来
を
つ
く
る
こ
と
を
展
望
し

て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
は
旧
ソ
連
や
現
在
の
中
国
と

は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
日
本
共
産

党
は
こ
れ
ら
の
国
を
社
会
主
義
・
共

産
主
義
の
国
と
は
み
な
し
て
い
ま
せ

ん
。 

 

私
た
ち
の
め
ざ
す
社
会
は
、
資
本

主
義
の
も
と
で
獲
得
し
た
自
由
・
人

権
・
民
主
主
義
・
生
活
と
権
利
を
守

る
ル
ー
ル
、
個
性
の
発
展―

―

こ
れ
ら

を
す
べ
て
引
き
継
ぎ
、
よ
り
豊
か
に

発
展
さ
せ
た
社
会
で
す
。 

 

新
し
い
社
会
を
つ
く
る
カ
ギ
は
、

生
産
手
段
の
社
会
化
に
よ
る
搾
取
の

廃
止
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
労
働
時

間
を
大
幅
に
短
く
し
、
自
由
な
時
間

を
増
や
し
、
誰
も
が
自
分
の
能
力
と

可
能
性
を
全
面
的
に
発
展
さ
せ
る
社

会
を
つ
く
る―

―

こ
れ
が
共
産
主
義

の
理
想
で
す
。
私
た
ち
の
党
名
に
は
、

そ
う
し
た
人
類
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る
と
い
う
大
き
な
ロ
マ
ン
と
決
意

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

資
本
主
義
を
こ
え
た 

未
来
社
会
め
ざ
す
党 

（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
１
０
月
３
１
日
号
よ
り
） 

 

講師の紹介 

弁護士 水谷陽子さん（名古屋法律事務所） 

1989 年、三重県四日市市生まれ 

2015 年、弁護士登録 

・明日の自由を守る若手弁護士の会 

・ＬＧＢＴ支援法律家ネットワーク 

・「憲法をくらしと政治にいかす 改憲 

ＮＯ！あいち総がかり行動」事務局次長 


